
個人
推薦 応募 氏名 職業 年齢 性別 経歴 農業の経営状況 地域 名称 代表者 氏名

〇 菅　諭志 農業 62 男
・農地利用最適化推進委員　６年目
・ＪＡこまち 理事　１年６ヶ月
・農業従事年数　２５年

経営形態
（専業）

湯沢

〇 加藤　佐枝子 農業 64 女

・農地利用最適化推進委員　３年目
・ＪＡこまち総代　４期目
・ＪＡこまち女性部湯沢市支部
  支部長 １期目
・農業経験年数　３３年

経営形態
（専業）

湯沢

〇 小松　徹
農事組合
法人役員

46 男

・農地利用最適化推進委員　３年目
・雄勝広域森林組合理事
・湯沢雄勝土地改良区維持管理委員長
　　　　　　　　　　　　　（湯沢工区）
・農業経験年数　２８年

経営形態
（専業）

湯沢

〇 渡部　秀朗 農業 52 男
・農地利用最適化推進委員　９年目
・農業経験　２７年

経営形態
（専業）

湯沢

〇 柴田　一徳 農業 65 男

・農地利用最適化推進委員　９年目
・高松水田改良第２集落協定代表
・高松無人ヘリ組合組合長
・農業経験　２０年

経営形態
（専業）

湯沢

〇 松村　明 農業 71 男
・農地利用最適化推進委員　９年目
・農業経験　５３年

経営形態
（専業）

稲川

〇 石川　和彦 農業 58 男

・農地利用最適化推進委員　９年目
・湯沢市いちご生産集出荷組合監事
・こまちの郷農産物直売所「菜菜こまち」
　利用者会会長
・農業経験　２８年

経営形態
（専業）

雄勝

農地利用最適化推進委員の推薦・応募状況

推薦・応募の別 候　補　者
推　薦　者

推薦・応募の理由法人又は団体

推進委員２期６年の経験を基に今、担い手不
足等の問題が出ている中で若い世代の人材へ
の支援や、農地を引き受けたが散在している
為、効率が悪く今までの農地の集積から集約
に転換を勧め、作業効率の向上、遊休農地の
解消に努めたいと思い応募いたします。

１期推進委員を務めさせていただきました
が、地域農業の活性化のためにこれからも微
力ではありますが力を添えることができれば
と思っております。

近年、地域の高齢化に伴い農地の管理が困難
な世帯が増えていることに強い危機感を感じ
ています。私は持ち前の行動力を活かして現
場を歩き、所有者と担い手の橋渡し役を担う
ことで、農地の有効利用と地域農業の活性化
に貢献したく志望いたしました。

地域農業発展のため少しでも協力したいと思
い応募しました。

継続して取り組みたく、応募しました。

湯沢市の農業生産活動を維持していく力にな
れるよう取り組んでいきたい。

現在も農地利用最適化推進委員であるが、進
行中の地域計画も毎年協議を通じてブラッ
シュアップしていくことが望ましく、農家の
意向把握等、日常活動の中での取り組みが重
要になってくると思われます。その為、益々
地域の現状に注視し、農業の振興に尽くして
行くことが必要になると思い応募しました。
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〇 阿部　弘 農業 69 男

・農地利用最適化推進委員　９年目
・昭和５０年　皆瀬村農協　入組
・平成２９年　こまち農協理事

経営形態
（専業）

皆瀬

〇 髙橋　昇 会社役員 62 男

・農地利用最適化推進委員　６年目
・合同会社藤倉屋代表社員
・湯沢雄勝土地改良区総代（Ｒ４～）
・農業経験年数　２０年

経営形態
（専業）

皆瀬
農地の出し手・受け手へのアプローチを行
い、遊休農地の発生防止・解消の手助けに協
力したい。

農業の担い手不足、高齢化、農地の荒廃等、
農業は課題が多く年々厳しさを増していま
す。今後の農業のこれらの課題を打開するに
湯沢市や農業委員会をはじめとする農業関係
機関が一体となって農業発展、維持に努めな
ければならないと思っております。今まで農
業団体に関係してきたものとして少しでも農
業者の一助になればと思い、今回も応募させ
ていただきました。


